
   入院時に持参してください。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 パス№　STA6600070　

月日（日時） （　　／　　） （　　／　　）          　　（　　／　　） 　　　（　　／　　） 　　（　　／　　）

経過（病日等） 手術前日（入院日） 手術当日朝　　 手術後1日目 手術後2日目 術後3日目

◇呼吸・循環など全身状態が安定している 【退院基準】
◇手術前の準備が整っている ◇疼痛がコントロールできる　　 ◇退院後の生活について理解できる

◇創部の異常がない（出血・創感染・熱傷等） ◇創部の異常を認めない
◇深部静脈血栓症の兆候がない ◇日常生活の注意点に ついて理解できる

　治療・薬剤 手術する部位の毛を剃ります 　　　　　　　　
(点滴・内服) 点滴が3本あります 痛み止めを内服します

内服がある方はお薬をお預かりします 麻酔科医の指示で 抗生剤の点滴があります
処置 起床時に薬を内服する場合が

 あります 傷の診察があります
　　　

弾力ストッキングをはきます 　　歩行に問題なければ弾力ストッキングを外します
酸素マスクをしています 　　　手術3時間後、

問題なければ除去します
心電図をつけます 　　　　　 　　問題なければ除去します

  手術用の寝巻に着替えます 　　歩行ができれば除去します

採血をします

病院内自由です

安静の制限はありません
ナースコール・ベッド柵を設置します

運動靴の使用をお願いします
普通食を食べます 絶飲食です

朝から普通食がきます

入浴やシャワーできます 体拭きをします
体を清潔にし髪を洗って下さい
爪切りをしてください

尿の管が入ってきます 尿の管を抜きます
便意をもよおした時は、ベッド上で便器か
オムツを使用します

病棟の案内をします 元の病棟に戻ります
手術までの流れについて説明します

麻酔科医の診察と手術室の看護師の

説明があります。 【HCU入室期間の荷物について】
入院時に持ってこられた荷物は全

薬剤師より退院処方の説明があります

手術に必要な物品がそろっているか
確認しますので、1つの袋にまとめて
ください（看護師が預かります）
※グランゼの購入が必要です

主治医からの説明があります

家族の連絡先を確認します

担当の医療ソーシャルワーカー（　　　　）がお話を伺いながら、転院・退院までの支援を行います
注１：病名等は、現時点で考えられるものであり、今後検査等を進めていくに従って変わることがあります。
注２：入院期間については現時点で予想される期間です。
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久留米大学病院　乳腺外科　西棟10階病棟  

全ての物にフルネームで名前を記入し
て下さい

清潔

排泄

看護師から退院後の生活について説明が
あります

初回歩行時はふらつくこと
がありますので、注意してく
ださい

8時間程度、患部をアイスノンで冷却します

ベッド上で安静です　（寝返りは出来ます)

手術が終わり次第、電話で連絡致しますので家族
の方は、面会されてください

傷の状態に問題がなけれ
ばシャワーに入れます

食事

安全

説明日（　　/     )       説明者氏名（　　　　　　　　　　　　）　

手術直後～高度治療室（HCU）

深部静脈血栓症予防でフットポンプを着用します

手術前の絶飲食については麻酔科よ
り指示があります

ラジオ波焼灼療法+センチネルリンパ節生検術を受けられる(                              )さんへ　　　

検査

活動・安静度

◇精神的・身体的に手術に臨む
準備ができる

看護師と一緒に立つ練習を
します

達成目標

次回の外来受診日について、医師より説
明がありますので、必ずご確認下さい

【HCUに入室する場合】
手術が終わったら、７階のHＣＵへ入室します

夕方から水分を取る事が
できます

患者様及び
ご家族への

説明
生活指導
リハビリ

栄養指導
服薬指導

入院時に持ってこられた荷物は倉
庫で一旦預かりますので（貴重品
以外）手術当日朝までにまとめて
おいて下さい。

入れ歯・時計・指輪・湿布・眼鏡・コ
ンタクトレンズ・かつらなど手術室
に行く前に必ずはずして下さい
貴重品は必ずご家族に預けてくだ
さい

手術中、家族の方は携帯電話を所
持し、家族控え室または院内で待
機をお願いします。

合併症予防のため痛み止めを使用しながら

散歩の時間を増やしていきましょう


